


平成20年（2008年） 当時

・明るく素直な生徒が多い

・(克己坂)挨拶がよくできる

・比較的落ち着いた生活態度

・素直に注意が聞ける

・行事を通して絆を深めてきた

・自分に自信が持てない

・言葉遣いが悪く
不用意な発言をする

・授業態度が受け身である

・家庭学習が不足している

・ネットや携帯の時間が多い

平成20年（2008年） 当時



全校：１５．４％

１年 １７．３％

２年 １５．５％

３年 １３．２％

全国学力・学習状況調査の結果から、
全国平均を下回っている

平成20年（2008年） 当時

全ての学び・意欲・夢の原動力

ある授業の中で

はどこ？

９割以上の生徒が

どれだけ自分たちの住んでいる
地域の良さ（すばらしさ）を自覚しているのだろうか？



ＥＳＤ(Education for Sustainable Development)

体験を通して地域の良さを知る

地域の人とつながる

地域の課題から未来像を描く

自分たちにできることを考え・行動する

持続可能な社会の 教育ＥＳＤ



第１学年 第２学年 第３学年

４月 福祉体験学習準備 自然体験学習準備 修学旅行準備

５月 （奈良・京都）

６月 福祉体験学習まとめ

自然体験学習準備

自然体験学習まとめ

職業体験学習準備

修学旅行まとめ

地域学習準備

７月

８月

９月

10月

11月 自然体験学習まとめ

総合発表会準備（福祉・環境）

職場体験学習まとめ

総合発表会準備（職業・環境）

地域学習まとめ

総合発表会 準備（市への提言）

12月 進路学習

１月

２月 (市へ提言)

グローバルな 視点



持続可能な社会の担い手を育てる教育

福祉体験ガイダンス・福祉施設のオリエンテーション

車椅子体験・高齢者体験・アイマスク体験・認知症講座

森林学習（事前学習）
鹿防護柵の器材準備
環境省への許可申請

登山の安全確保

登山ガイド
安全確保

NPO法人

ネイチャーゲーム
野外活動

船原館 東府屋

たつた旅館

木太刀荘

落合楼村上

天城ストアー

伊豆の佐太郎

大地讃頌（八百屋）

森島米店

梅人の里

竹の子かあさんの店

天城デイサービス

伊豆森林管理署

天城ゴルフクラブ

天城わさびの里

昭和の森会館

若木屋（豆腐製造）

わさび農家

堀江養鶏

天城ローズファーム

東京ラスク



京都市役所
・環境政策局

・都市計画局

・産業観光局

・文化市民局

・建設局

観光情報センター

清水寺門前会

景観まちづくりセンター

京都市体育協会

景観まちづくりセンター

龍安寺

清水寺社務所

京エコロジーセンター

下鴨神社

平等院社務所

ひと・まち交流館

景観まちづくりセンター

伊豆市役所
・観光交流課

・農林水産課

・観光商工課

・環境衛生課

伊豆市観光協会

修善寺総合会館

伊豆森林管理署

浄蓮の滝観光センター

昭和の森会館

天城ミュージアム

木村屋製菓

東府や

天城会館

明徳寺

山葵農家

夕鶴記念館

虹の郷

落合楼村上

東京ラスク

天城湯ヶ島商工会

森嶋米店 慶友病院 中島病院日赤病院

弘道寺

高台寺

大龍寺

妙本字



１ 体験や調査活動を通して地域の課題に気づき、自分の考えを自信を持って
発表できるようになった。

２ 東日本大震災の直後、生徒会が立ち上がり学用品を集め支援物資を送った。

３ ESDを通して３年間学んだことで自分の将来の夢を見つけ、英語弁論大会で
その思いを発表した生徒が県大会で入賞を果たした。

４ 鹿の食害から天城の自然を守りたいという思いから、森林管理署と協働し
「ツゲ峠鹿柵プロジェクト」が生まれた。

５ 「ツゲ峠鹿柵プロジェクト」は今でも後輩に引き継がれ継続している。また、
当時、鹿柵を作った生徒は卒業後も関心を持ち続けている。

６ 卒業を迎える頃になると、多くの生徒は地域に誇りをもち、自分のできること
で地域に貢献したいと考えるようになった。

2011.413  静岡新聞



2011.4 2011.10 2012.10

2013.8 2013.8
2014.7

2016.7 2017.7 2017.7



〈 ESDに取り組んだ最大の成果 〉

ユネスコスクール全国大会
第２回

第１回持続発展教育（ＥＳＤ）大賞

① 天城中の自尊感情得点は他校より高い値を示し学年が進む
と更に向上した。

自尊感情の変化は？

ESDの概念を通した実践により人や地域と
つながることで地域に誇りをもち、
自尊感情を高めたことが期待される。

② 「身近な人からの受容」はどの学校でも自尊感情へ有意な影
響を与えることが確認された。

③ 天城中は他校より「地域への誇り」や「身近な人への好意」
から自尊感情への影響が確認された。

④ 「地域への誇り」と自尊感情はESDの実践における「つながり」
の中で生まれたと考えられる。



自尊感情を目的変数とし，「つながり」の各指標を説明変数とした
学校別の重回帰分析より

自尊感情

⾝近な⼈からの
受 容

⾝近な⼈への
好 意

地域への
誇りや愛着

自分が受容されることだけでなく，多くのつながりの中
で，他者を信頼し，地域・社会を愛する心が天城中学校
の生徒の自尊感情の基盤になったと考えられる。

つながり

つながり

つながり

自尊感情と「つながり」に関する各指標の１年間の得点推移

「つながり」の各指標

自尊感情得点の他校との比較

A中学校
(n = 185)

他の中学校
（３校平均: n = 438）

ｔ値
(df=98)

自尊感情 25.83 23.85 -4.92***

***p<.001, **p<.01, *p<.05, †p<.10

天城中学校の得点分布 他の３中学校の得点分布

天城学習への理解に関する質問項目の１年間の得点推移



⾝近な⼈への好意
（⼈とのつながり）

⾝近な⼈からの受容
（地域とのつながり）

地域への誇り
（地域とのつながり）


